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第４８回三重県医学検査学会 報告レポート 

 

 

開催概要 

会期：2026 年 2 月 1 日（日） 

会場：鈴鹿医療科学大学 千代崎キャンパス 

参加者数は１３３名（会員１２５名、学生５名、賛助会員３名） 

 

実行委員長あいさつ

 

第４８回三重県医学検査学会を開催して 

学術部長 坂下文康 

第４８回三重県医学検査学会を令和８年２月１日（日）に鈴鹿医療科学大学に

おいて開催しました。参加者数は１３３名（会員１２５名、学生５名、賛助会員

３名）と多くの方にご参加いただきました。一般演題１７題と多くの発表があ

り、すばらしい発表でスライドも綺麗だと感じました。 

ランチョンセミナーでは、山本幸治参与より災害協定締結のいきさつや、熊本

地震でのDVT 検診の報告などを分かりやすく解説いただき、別所副会長からは

DMAT として活動された内容を報告いただき、災害時における臨床検査技師の重

要性が、参加者に伝わったと感じました。表彰式では前年度の三重県医学検査学

会において発表・論文投稿されたなかから、学術奨励賞として済生会松阪総合病

院の水野愛海技師、伊勢赤十字病院の村田浩太朗技師が受賞されました。おめで

とうございます。 

最後に、学会の運営に携わっていただいた実行委員の皆様に感謝いたします。 
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令和 7 年度学術奨励賞を受賞して 

済生会松阪総合病院 水野愛海 

 この度は、学術奨励賞という素晴らしい賞を受賞させていただき大変光栄に思います。学会発表や論文作成

にあたり、ご指導いただいた皆様、学会関係者の皆様に心より感謝申し上げます。 

今回、「適正な汚染率を目指した抗酸菌培養検査の処理方法の検討」という演題で発表させていただきまし

た。今回の検討までは、当院での抗酸菌培養検査の汚染率は許容範囲よりも大幅に高く、毎週の抗酸菌発育の

確認に時間と労力を要していました。今回の結果より、NALC-NaOH を 3 倍量に増量して処理するようになり

約１年経過しましたが、汚染菌は減少し、以前よりも格段に観察しやすくなったと感じております。他の施設

で汚染率に悩まれている施設がありましたら、参考にしていただけたら幸いです。 

 今後も、日常業務はもちろんのこと学術活動にも積極的に参加して、知識を吸収していきたいと思いますの

で、ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。この度は、誠にありがとうございました。 

 

 
 

 

令和 7 年度学術奨励賞を受賞して 

伊勢赤十字病院 村田浩太朗 

 

 

この度は、学術奨励賞という大変光栄な賞をいただき心から嬉しく思ってお

ります。初めての受賞で身の引き締まる思いとともに、これまで支えてくださ

った皆様への感謝の気持ちでいっぱいです。本研究は、日々の業務の中で感じ

た小さな疑問をきっかけに取り組んだものであり、病理医の先生方や検査部の

皆様の温かいご指導とご協力があってこそ成し遂げることができました。今回

の受賞を励みに、これからも学ぶ姿勢を大切にしながら、検査の質向上と診断

支援に少しでも貢献できるよう努力してまいります。この度は誠にありがとう

ございました。 
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三重県医学検査学会の様子 

ランチョンセミナー 

「なぜ災害協定が必要なのか？-協定締結によってここが変わる-」 

 三重県臨床検査技師会参与 山本 幸治  

 

 
 

 

「DMAT 被災地活動と臨床検査技師の必要性」  

三重県臨床検査技師会副会長 別所 裕二 
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学術部企画 

心房細動診療における検査学 ― 心電図・心エコー・検体検査による多角的アプローチ ―  

 

本企画では、心臓という臓器に焦点を当て、心電図、心エコー、検体検査の各検査モダリティの立場から、心

房細動（Atrial Fibrillation：AF）の病態理解と診療への貢献について、多角的に解説がなされた。 

 

はじめに、市立四日市病院の松本悠真技師より、 

「AF Electrophysiology ― 心房細動における電気的異常 ―」 

と題した講演が行われ、心電図所見を中心に、心房細動の発生・維持に関わる電気生理学的異常について、基

礎的事項から臨床応用までわかりやすく整理された。特に、心電図波形の読み取りが診断や治療方針決定に果

たす役割の重要性が強調された。 

 

続いて、三重ハートセンターの松林正人技師より、 

「AF Dynamics ― 心房細動における構造・機能評価 ―」 

について講演が行われた。心エコー検査を用いた心房構造や心機能の評価を通じて、心房細動の背景にある心

臓リモデリングや血行動態の変化について解説され、心エコーの有用性が示された。 

 

最後に、市立四日市病院の古森由規技師より、 

「AF Biomarkers ― 心房細動における生体反応・病態把握 ―」 

と題し、検体検査の視点から心房細動に関連する各種バイオマーカーについて解説がなされた。炎症、心筋負

荷、血栓形成などの病態を反映する検査値の解釈が、臨床判断にどのように活用されるかが具体的に示され

た。 

 

本企画を通じて、心房細動診療においては単一の検査に依存するのではなく、心電図・心エコー・検体検査を

相互に補完させることの重要性が改めて認識された。各検査の特性と限界を理解し、臨床現場で活かすための

知見を深める有意義なセッションであった。 
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新たな繋がりの場：交流会「Mie-Connect」を終えて 

 

 2 月1 日（日）、鈴鹿医療科学大学 千代崎キャンパスにて三重県医学検査学会閉会後に交流会「Mie-

Connect」を開催いたしました。 

「学会に参加して終わり」ではもったいない。そんな思いから、発表の緊張感や得たばかりの知識をその場で

分かち合える場を目指し、今回初めて企画いたしました。当初は「人が集まるだろうか」「会話が弾むだろう

か」という不安もあり、トークシートを作成・配布するなど準備しました。 

しかし、蓋を開けてみれば50 名近くの方にご参加いただき、会場はどのグループも和気藹々とした熱気に包

まれていました。自己紹介では「発表は緊張したけれど達成感があった」「来年は発表したい」といった生の声

を聴くことができ、その後の席替え交流では、施設や分野の垣根を越えた活発な情報交換が行われました。お

茶菓子を手に雑談に花を咲かせた 1 時間は、まさに「あっという間」のひとときでした。 

至らぬ点は多々あったかと存じますが、開催にあたり準備から片付けまでご尽力いただいた坂下学術部長、理

事、実務委員、女性部会の皆さま、そして会を盛り上げてくださった宇城会長と参加者の皆さまに深く感謝申

し上げます。 

この日生まれた小さな「繋がり」が、中部圏支部学会、そして全国学会へと繋がっていくことを確信しており

ます。 

 

組織調査部 宮田 真希 
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三重県臨床検査技師会リンク 

https://lin.ee/mLMImXL 

 

 

ぜひ、ご登録をよろしくお願いいたします 

 

写真のご協力 

会報みえでは、ふがまるちゃんの写真を使用させていただいております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://lin.ee/mLMImXL
https://lin.ee/mLMImXL
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技師募集案内 

 

 

 

 

 

企 業 名： 株式会社ココロミル【WEB サイト】https://kokoromil.com/ 

職 種： 臨床検査技師（正社員） 

募 集 人 数： 業務拡大により複数名採用予定 

業 務 内 容： ホルター解析／フルリモートで夜勤や休日出勤はありません 

応 募 方 法： 下記応募フォームからお願いします 

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSeNRv9A54m2jU-

fS_1ukZyadPK884b2di4zZhcY2Is8h-tHLg/viewform 

そ の 他 条 件： 直近５年でホルター解析を100 検査（目安） 

問い合わせ先： 【担当者】奥野 【mail】info@kokoromil.com 

施 設 名： JA 三重厚生連 

勤 務 予 定 地： 松阪中央総合病院、鈴鹿中央総合病院、三重北医療センター菰野厚生病院 

三重北医療センターいなべ総合病院、大台厚生病院、 

南島メディカルセンター、鈴鹿厚生病院 

職 種： 臨床検査技師（正職員） 

募 集： 若干名（資格取得見込み者も含む） 

業 務 内 容： 臨床検査業務全般 

応 募 書 類： 三重県厚生連ホームページからエントリー 

        http://www.miekosei.or.jp/sub/recruit-career.html 

そ の 他 条 件： 臨床検査技師資格を有する者、又は取得見込みの者 

        詳細は、当院上記ホームページをご覧ください。 

問い合わせ先： 〒514-0004 三重県津市栄町１丁目 960 番地 

三重県厚生農業協同組合連合会 管理部人事担当 中森 

TEL：059-229-9260 Email：recruit@miekosei.or.jp 
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施 設 名： 医療法人 IRO 三重膠原病リウマチ痛風クリニック 

職 種： 臨床検査技師 

募 集： 2 名（正職員・パートも可）※働き方は相談 

応 募 書 類： 履歴書（写真添付） 

そ の 他： 業務内容・勤務時間等はご相談に応じます。お気軽にお問合せ下さい。 

        エコーが出来る方・エコー検査を学んでいく意欲のある方優遇致します。 

        近鉄白子駅徒歩約１０分  お問合せ歓迎致します。 

問い合わせ先（書類提出先：本部）： 

 〒450-0002 名古屋市中村区名駅 4 丁目 26-25 メイフィス名駅ビル３階 

  医療法人 IRO 本部 人事課宛 

【担当者】人事課 【TEL】／052-563-7887 

施 設 名：医療法人 三重ハートセンター 

職 種：臨床検査技師 

募 集：1 名 

応 募 書 類：履歴書（写真添付）、資格免許証写し 

業 務 内 容：生理検査、検体検査、全般 

そ の 他 条 件：待機あり、勤務日数、勤務時間はお問い合わせください 

問い合わせ先：〒515-0302 多気郡明和町大淀 2227-1 

（書類提出先） 医療法人 三重ハートセンター 

【担当者】事務長 尾畑 【TEL】0596-55-8188 

【mail】heart@mie-heartcenter.com 

施  設  名：武内病院 

職    種：臨床検査技師 

募    集：２名（正職員・パート職員） 

応  募  書  類：履歴書（写真添付）、資格免許証の写し 

業  務  内  容：生理検査・検体検査 全般 

そ の 他 条 件：詳細は当院ホームページをご覧ください。 

問い合わせ先：〒514-0057 津市一色 215 番地 1 

（書類提出先）  武内病院 検査部 

【担当者】森【TEL】059-226-1111 
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施 設 名：フェニックス健診クリニック 

職 種：臨床検査技師  

募 集：１名（正規職員） 

応 募 書 類：履歴書（写真貼付） 

そ の 他 条 件：エコー業務ができる方。勤務時間・業務内容等はお問い合わせください。 

問い合わせ先：〒514-0016 津市乙部 4 番 10 号 

(書類提出先)   ヤナセメディケアグループ本部事務所 

【担当者】山本・中辻【TEL】059-213-5331 

 三臨技事務局からのお知らせ  

退会、施設の異動、施設連絡責任者の変更、転入、転出による技師会の変更、転居による住所変更な

ど、現在のデータに変更がある場合、日臨技の「会員専用ページ」にて変更、もしくは三臨技事務所まで

ご連絡下さい。送付先が不明な場合、会報等の送付物が届かなくなります。 

求人案内の掲載期間は３か月とさせていただきます。継続して求人案内が必要な際は、継続希望のご連

絡をお願いします。また、求人内容の変更・掲載取下げ等がある際も事務所までご連絡ください。 

 

今年度末で退会を希望される方へ 

2 月 1 日以降に退会手続きを行った場合は、2 月 2７日に来年度の会費が引き落とされますので、3 月

31 日までに日臨技へ返金手続きを行って下さい。（3 月 31 日までに手続きが済んでいない場合は、返金

ができません） 

令和元年の日臨技定時総会で日臨技加入条件に「都道府県技師会の加入が条件」として可決されたた

め、都道府県技師会を退会し日臨技のみ継続することができなくなりました。（三臨技のみの継続は出来

ます） 

日臨技・三臨技共に退会される場合は、日臨技ホームページの「会員専用ページ」にて日臨技と三臨技

の両方を同時に退会処理して下さい。日臨技だけの退会処理では、三臨技を同時退会した事にはなりませ

んのでご注意下さい。 

ご不明な点がございましたら、三臨技事務所までお問い合わせください。 
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もう後戻りできない ― クレーンゲームの深淵 

 

クレーンゲームに沼る、という言葉は決して大げさではない。最初は軽い遊びのつもりだった。フック設定

の甘さを見抜き、数手で景品を落とせたあの成功体験がすべての始まりだ。アームの入り角、押し圧、重心移

動、周期法。偶然ではなく「理屈でとれる」瞬間があると知ったとき、ゲームは単なる娯楽から“攻略対象”へ

と変わる。 

やがて足繁く通うようになったのが、浪漫遊。ここでは日用品や飲料まで景品になる。大量のポンジュース

を抱えて帰った日、自分は何をしているのだろうと少し笑った。しかし店内を見渡せば、カートを引きながら

トイレットペーパーや洗剤を積み上げていく猛者もいる。もはや娯楽というより“物資調達”。理論上、生活が

成立するのではないかと思えるほどだ。 

だが本当の沼は、橋渡し設定に出会ってからだった。YouTube で研究し、縦ハメ、横ハメ、ちゃぶ台返し

といった技を覚える。バー幅と箱サイズの関係、滑り係数、箱の剛性、内部重心の偏り。橋渡しは運任せでは

ない。支点と力点を見極め、ミリ単位のズレを修正し続ける“微調整の競技”だ。うまくハマれば、理論通りに

動く。外れれば、100 円が音もなく消えていく。 

財布の中身は確実に軽くなる。それでもやめられないのは、最後の一手で景品が落ちる瞬間の快感が強烈だ

からだ。バーに引っかかった箱が、わずかに傾き、静止し、次の一押しで均衡を失う。ゴトン、と落ちる音。

あの一瞬のために、何手も費やしてしまう。 

冷静に損得を計算すれば、決して効率的とは言えない。だがクレーンゲームの本質は効率ではない。仮説を

立て、修正し、成功を積み重ねるプロセスにある。失敗はデータとなり、成功は再現性を帯びる。だからこそ

「次はもっと上手くやれる」という期待が生まれる。 

気づけば、景品の山は自分の試行錯誤の履歴になっている。ポンジュースの箱も、橋渡しで獲ったフィギュ

アも、単なるモノではない。そこには読みと判断と執念が詰まっている。 

クレーンゲームは、制御された不確実性の中で技術を磨く遊びだ。偶然の皮をかぶった、半分は理論の世

界。その境界線に立ち続ける感覚が、たまらなく面白い。 

 

今日もまた、100 円玉を握りしめてしまう。クレーンゲームが好きな方は、お声がけください。 
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